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第２回 佐賀市学校給食費検討委員会 

会 議 録 
 
 

開催日 令和４年８月２３日（火） 

開催時間 午前９時００分～午前９時５０分 

開催場所 佐賀市役所 本庁３階 ３－２会議室 

出席者 

検
討
委
員 

 福山委員長、平田副委員長、岡委員、田中委員、永田委員、
梶原委員、馬場﨑委員、福島委員、森委員 

事
務
局 

百崎教育部長、横田学事課長 他 

議事  佐賀市の学校給食費について 

欠席委員 塩田委員 

傍聴者 なし 

報道関係者 ＮＨＫ佐賀放送局、佐賀新聞社、サガテレビ、読売新聞西部本社 



2  

議事 

 佐賀市の学校給食費について（事務局） 

配布資料【資料１】、【資料２】に沿って説明 

 

質疑応答及びご意見 

（委員） 

・先日、子どもたちの給食の様子を見学した。コロナ感染拡大防止のため、黙食していた

が、その光景に衝撃を受けた。我慢を強いている分、子どもにはよりよい給食を提供し

てほしいと思い、今回の改定は仕方がないと考えている。 

（委員） 

  ・今年度物価高騰分として活用されているコロナ交付金が、来年度交付がない場合、今回

の改定案の値上げ幅でよいのか。 

（事務局） 

・今回の改定案は、来年度コロナ交付金がない場合を想定している。 

改定額は多い方がよいという意見もあると思うが、保護者負担も考慮しないといけない。

事務局としても、何年後先までの適切な改定額を明示することは困難であり、今回は平

成２６年度から続いている物価高騰において、対応できうる適切な改定額案を示してい

る。 

（委員） 

 ・平成２６年度の給食献立を今年度実施した場合、どの程度影響があるのか。 

（委員） 

・原則、前年度の献立を参考にして、当年度分を作成するが、平成２６年度の献立を今年 

度全く同じ献立で実施しているわけではないので、具体的な影響はわからない。今年度

は、食材の変更などを強いられ、急激な物価高騰の影響を受けているという実感がある。

野菜については、毎年頻繁に高騰している。また、今年度のコロナ交付金はとてもあり

がたく、前年度並みの食材は使用できる見込みである。 

（委員） 

・子どもたちは、給食を楽しみにしている。単に物価上昇を考えるだけでは不十分ではな 

いか。改定額は少し余裕をもったほうがよいと考える。一食３００円以下で食事ができ

るというのは、比較的安い。充実した給食を子どもたちに提供できる金額を設定してほ

しい。 

（委員） 

・子どもたちに給食を提供する前に、校長として検食をしているが、大人になった今でも

給食は楽しみにしている。ただ、物価高騰の影響を受け、給食運営が厳しくなっており、
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全体的に茶色っぽい色合いになっているような気がする。案として提示されているいずれ

かの改定額程度の値上げはしても問題ないと思う。栄養教諭からもあったが、今年度のコ

ロナ交付金程度の改定はしてほしい。 

（委員） 

  ・給食の時間が短く、また量も多く時間内に食べきれないという声も聞く。量は減らして 

もいいので、給食の時間をあと10分でも長くとったほうがよいと感じている。（小学校

と中学校、男女でも差があると思う）男子の保護者で、給食に加え、おにぎりを持たせ

ている家庭もあり、親の努力というのも大事だと思う。また、一人っ子の家庭と多子の

家庭でも給食費の負担の大きさは異なると思う。 

（委員） 

 ・男女の子どもがいるが、給食の量について、女子は多く、男子は少ない（足りない）と 

いう声を聞いた。 

（委員） 

  ・先日、栄養教諭中心で構成された分科会の中で、「今までできていたことができない」

「量的には確保できているが、食材の変更等で様々な工夫をしている」「年々の野菜等

の高騰により副食費が圧迫されている」などの意見が出された。 

（委員） 

  ・ある程度の改定は致し方ないと感じており、保護者側としても、量が足りなければ、お 

にぎりを持たせるなどの工夫をしていきたい。 

（委員） 

・来年度は教材費も上がるかもしれないので、多子世帯は、学校費全体での負担が増える

ことになる。 

（委員） 

 ・小学校と中学校の上げ幅は同じくらいがよいと思う。（中学校は量、小学校は質を重視

して） 

（委員） 

 ・中学校は量もだが、栄養面を考えると小学校より給食運営が厳しい状況。 

（委員） 

・小学校でも食材の変更など、工夫しているが、分科会での意見もあるように、中学校は

量の確保も必要であり、もっと厳しいという意見を聞く。 

（委員長） 

  ・学校現場側と保護者側から様々な意見が出たが、事務局から提案された改定案について

は、反対ではないと認識している。ただし、この場で改定額を決定することは困難だと

考えられるため、委員の皆様には一度持ち帰っていただき、再度検討をしていただいた
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い。次回（３回目）の会議では、本日の会議で出た意見等を基に事務局に答申案を作成

してもらい、答申案について協議してもらいたい。 

閉会 


